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技術の特徴
・酵素剥皮した温州みかんについて、果実業者の顧客である仲卸業者、小売業者、消費者への製
品テスト（試食、聞き取り調査）と、一般消費者に対するWeb調査での選択実験によって、消費者の
選好と受容される価格水準を計測。
・果実に酵素剥皮技術を用いた商品を開発する場合に、価格戦略や商品説明に活用できる。

研究の内容
①酵素剥皮した温州みかん（2S）の製品テスト（試食、聞き取り調査）による顧客の受容価格

※本試験の製造原価は約30円であり、商品として成立する可能性はある。

②一般消費者に対するWeb調査

※一般消費者の受容価格は、加工方法に対する知識の有無によって異なり、知識が有る消費者
は酵素法をより高く、酸アルカリ法をより低く評価する傾向にある。

今後の展開
・農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業「酵素剥皮技術の利用を核としたカンキツ果実新
商材の開発と事業化方策の策定」において実証試験を実施
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加工・流通

供給業者（n=5）

３０～４０円

小売業者（n=8）

５０～６０円

消費者（n=91）

４０～１００円

（平均82.5円）
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図 加工知識の有無による受容価格差


